
〒010-0001 秋田市中通一丁目4-2 秋田県立美術館 指定管理者 公益財団法人平野政吉美術財団
TEL.018 - 853 - 8686  TEL.018 - 833 - 5809  FAX.018 - 836 -0877

秋田県立美術館 3階ギャラリー
11月18日㈯～1月3日㈬　
2017年 2018年

＜開館時間＞ 午前10時～午後6時（入館は午後5時30分まで）  会期中無休
＜観  覧  料＞ 一般 800円（640円）  シニア 720円  学生 500円（400円）
　　　　　　 高校生以下無料 （ ）内は20名以上の団体料金  シニアは70歳以上

障がい者手帳をお持ちの方と付添の方1名は無料
＜主　　催＞ 秋田県立美術館（指定管理者公益財団法人平野政吉美術財団）
＜後　　援＞ 秋田市、秋田市教育委員会、秋田魁新報社、朝日新聞秋田総局、

毎日新聞秋田支局、読売新聞秋田支局、河北新報社、NHK秋田
放送局、ABS秋田放送、AKT秋田テレビ、AAB秋田朝日放送、エ
フエム秋田、CNA秋田ケーブルテレビ、秋田経済新聞

◎秋田市立千秋美術館の観覧券（半券可）、「くるりん周遊パス」、「なかいち回遊
割引チケット」を提示された方は、団体料金でご観覧いただけます。

加藤貞子 人形衆Ⅵ 1979年 秋田県立近代美術館蔵
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エリアなかいち駐車場（有料500台　24時間営業）

〒010-0001 秋田県秋田市中通一丁目4-2
TEL 018-853-8686　FAX 018-836-0877
http://www.akita-museum-of-art.jp

［鉄道（JR）］
秋田新幹線／東京ー秋田間 3時間37分（最速）
秋田駅西口／タクシー 2分、徒歩 10分

［航空機］
羽田ー秋田 1時間、空港リムジンバス 約40分
木内前バス停下車

［自動車］
秋田自動車道・秋田中央I.C.から秋田駅東口方向へ15分
秋田中央道路（地下道）に入り、中央街区ランプから出て左隣
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専門的美術講座
生命のデッサン～モデルは小さなバレリーナ～
講師：加藤貞子（新制作協会会員）
日時：2017年12月10日㈰
　　 13：30～15：30
場所：1階レクチャールーム
定員15名。参加料無料。申し込みが必要です

作家によるギャラリートーク
講師：加藤貞子
日時：2017年12月9日㈯
　　 14：00～14：40
場所：3階ギャラリー
※ギャラリートークは申し込み不要。
観覧券または年間パスポートが必要です

ワークショップ土人形をつくろう
講師：安西大樹（造形作家）
日時：2017年12月3日㈰
　　 13：30～16：00
場所：1階レクチャールーム
定員15名。参加料無料。申し込みが必要です

学芸員によるギャラリートーク
日時：2017年11月18日㈯
　　 14：00～14：30
　　 2018年1月1日㈪
　　 14：00～14：30
場所：3階ギャラリー
※ギャラリートークは申し込み不要。
観覧券または年間パスポートが必要です

関連イベント

加藤貞子 石の雨が降る 1988年　作家蔵（秋田県立近代美術館寄託）
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加藤貞子 ひっこし車は空の上 1985年 秋田市立千秋美術館蔵

すずきすずよ 少女人形 ２０10年 作家蔵

藤田嗣治 発明（〈四十雀〉より） 1963年 （公財）平野政吉美術財団蔵 藤田嗣治 切手（〈四十雀〉より） 1963年 （公財）平野政吉美術財団蔵

四谷シモン 機械仕掛の少女1 1979/83年 なるせ美術座蔵　撮影 篠山紀信

　「ひと」の「かたち」をした人形
は、「もの」であるにもかかわらず、
ある瞬間にいのちの気配を宿しま
す。本展では、人形と少女の間の
いのちの揺らぎに注目し、人形作
家と画家が表現する人形の世界、
そして人形を愛した画家が描く少
女の世界を紹介します。「もの」自
体に生命があるような錯覚を呼び起こす機械仕掛けの
人形を生み出した四谷シモン。すずきすずよの人形はな
まめかしく、「別のいきもの」として息づいています。加藤貞
子が描く作品のなかでは、人形が時に浮遊し、現在と過
去、そして現実と虚構を往還します。これらの作家が生み
出した大勢の人形と、藤田嗣治が慈しんだ少女たちが、
現実世界からの来訪者を待ち受けています。

ⓒFondation Foujita/ADAGP,Paris&JASPAR,Tokyo,2017 E2848　　ⓒFondation Foujita/ADAGP,Paris&JASPAR,Tokyo,2017 E2848　　


